
 

NGO 相談員出張サービス実施報告書 

 

１． 企画名：北海道科学大学 国際協力特別講義 「民族と宗教」 

２． 実施者：岡田朋子（一財）北海道国際交流センター  

３． 日時：2017 年 12 月 6 日（水）13時 00分～14時 30分 

４． 場所：北海道科学大学 E303（札幌市手稲区前田７条１５丁目４−１） 

５． 参加者：72 名 

６．実施報告： 

 北海道科学大の「看護科」の学生を対象に「NGOにおける国際協力」というテ

ーマで講義をした。このクラスでは「民族と宗教」という科目でこれまで JICA

や UNHCR の活動についての講義も受けており、今回は NGO が行っている国際協

力ということで、ODAや国連とは違った立場で行う国際協力の話をした。学生に

とっては国や国連が行う活動と NGO が行う活動の違いの区別があまりつかなか

ったようで興味深く話を聞いてくれた。また国際協力の指針となる SDGｓについ

ても自分たちが現在や未来でできることなどをグループで話しあってもらった。

ほとんどの学生が看護士を目指しており、SDGｓの 3番目に挙げられている「す

べての人に健康と福祉を」に焦点をあてて、将来海外でも活動してみたいとい

う意見が多くあった。またクラスに数人しかいない男子学生に対してジェンダ

ーについて考えたりして活発な意見交換ができ、今回の講義をとおして身近の

ところから国際協力を考えるよい機会になった。 

７．別添（写真） 

 



 

NGO相談員出張サービス実施報告書 

 

１． 企画名：国際協力フェスタ 2017「ねえ、知ってる？私たちにもできること」 

２． 実施者：池田 誠（一財）北海道国際交流センター  

３． 日時：平成 29年 12月 16日（土）  10時 00分～17時 00分 

４． 場所：札幌駅前地下歩行空間 （北 3条交差点広場） 

５． 参加者：1500名 

６．実施報告： 

      毎年開催される「北海道国際協力フェスタ 2017」「ねえ、知ってる？私た

ちにもできること」において、活動紹介ブースにおいて NGO 相談の窓口を

開設し、関係団体や市民の方への NGO の相談を行った。国際協力フェスタ

は北海道内の国際協力・交流に関わる団体が自分達の活動を紹介する機会

でもあり、横のネットワークを広げる場でもある。NGO 関係者に対しては

日頃の運営などで悩んでいることやファンドレージングなどについて相談

窓口で対応をした。また一般市民に対しては NGO とは何か、また自分達の

できる国際協力は何かなどの質問をいただき、様々な国際協力活動の事例

や NGO への寄付、開発教育、フェアトレードなどについて説明をした。多

くの方が北海道にこんなにたくさんの団体があることを知らなかったため、

今回のイベントでは広く一般の方に国際協力について考えていただく良い

機会となった。 
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2018 年 1 月 10 日 

 

NGO 相談員による出張サービス実施報告 

 

特定非営利活動法人 難民を助ける会 

 

企画名： 「中種子中学校国際理解教育授業への講師派遣」 

開催日時： 2017 年 12 月 6 日（水）14 時 40 分～15 時 30 分 

主催者： 中種子町立中種子中学校（担当教員： 溝口博史） 

場 所： 中種子町立中種子中学校（鹿児島県熊毛郡中種子町野間 5208-1） 

出張者： （正・副・その他）特定非営利活動法人難民を助ける会 穗積武寛 

参加者数： 約 200 名（中学 1～3 年生） 

 

実施内容： 

 中種子中学校では、総合学習の時間を利用し、『国際理解』と『地域社会理解』 の

2 つのテーマを年毎に入れ替え、外部から様々な講師を招いている。今年は『国際

理解』の年にあたり、AAR Japan［難民を助ける会］が講師として招かれることとな

った。 

 講義は『難民を考えよう』と題し、難民条約上の「難民」の定義や、UNHCR が発

表している難民・国内避難民・庇護希望者数など、難民問題理解のための基本事項

を解説した。 

 これを踏まえて、「ある日突然、あなたが難民になったら？」との問いかけのもと

に、全員がシリアに住んでいたが、戦争がひどくなったため国外（トルコ）へ避難

して難民になった、という仮想の設定を説明し、①難民キャンプに入るかどうか、

②キャンプに入らない場合、トルコにとどまるか、第三国を目指すか、シリアへ戻

るか、について生徒たちに考えてもらい、選択結果を挙手で示してもらった。この

際、それぞれの選択肢を選んだ生徒の中から数名をランダムで指名し、簡単に決断

理由を説明してもらった。 

 以上のプロセスは、本来はもっと少人数に対して、グループワーク形式で行うも

のであるが、今回は難民問題について少しでも「自分事」として考えてもらいたい

との思いから、簡易版のワークショップとして実施したものである。 

 これに続いて、実際の難民の状況について理解を深めてもらうために、当会がト

ルコで実施しているシリア難民支援事業を写真を交えて説明するとともに、受益者

であるシリア難民の子どもたちの声も紹介し、自分たちが仮の設定のもとでほんの



わずかの時間だけ考えた課題が、こうした子どもたちやその家族にとっては何年に

もわたって悩み続けなければならない深刻なものであることを強調した。 

 最後に、難民問題の理解と支援のために、中学校からでもできることとして、他

の中学校での調べ学習や、地域社会での募金活動、文化祭でのチャリティ・イベン

トの様子などを紹介した。 

 

所感： 

難民は、日本社会では目立った存在ではないため、どこか遠い国の出来事ではな

く、いつ自分と自分の家族に降りかかるかもしれない「自分事」としてその深い悩

みを共有する、という体験をしてもらうのは容易ではない。特に今回のように大規

模な参加者に対する講演では、ワークショップを行うことは難しいが、ごくわずか

の時間でも「もし自分がそうなったら」と考えてもらったことで、難民問題への想

像力や国際協力への関心を生むきっかけとすることができた。今後もやり方を工夫

し、単なる一方向のレクチャーにとどまらない、インタラクティブな出張サービス

ができるようにしていきたい。 

また継続的に国際理解について取り組んでいる学校で、NGO の国際協力活動や学

校でできる活動を直接伝えたことで、具体的なアクションにつながることを期待し

ている。 

 

 

講演の様子 



                             平成 30年 1月 10日 

      

NGO相談員による出張サービス実施報告 

 

            特定非営利活動法人 難民を助ける会 

 

企画名：「人権週間にちなみ人道支援活動の現状について」 

開催日時：平成 29年 12月 7日（木）14時 50分～15時 50分 

主催者：みやき町立中原中学校 

場所：中原中学校（体育館）〒849-0102 佐賀県三養基郡みやき町大字蓑原 1475番地 9 

出張者：特定非営利活動法人難民を助ける会東京事務局スタッフ 

プログラムマネジャー野際紗綾子 

参加者：学生 216名、教職員 13名 

実施内容： 

国際協力、支援活動、障がいについてスライドを使用し説明。 

① 国際協力と NGOと AAR Japan 

② 「私たちにできること」小さなことでも、一人ひとりに出来ることがある。 

 

所感： 

今回の講演依頼は人権週間に合わせたものであり、特に災害時に障がい者が置かれる状

況を人権の観点も踏まえながら活動現場の写真とともに説明した。生徒たちには日頃自分

ごととして捉えにくい状況も、写真や直接支援活動に当たっている国際協力NGOのスタッ

フからの説明により、イメージがわき身近に引き付けて感じてもらえた様子であった。 

 

写真 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



 



2018 年 1 月 10 日 

 

NGO 相談員による出張サービス実施報告 

 

特定非営利活動法人 難民を助ける会 

 

企画名： 「熊本県立翔陽高等学校国際理解教育授業への講師派遣」 

開催日時： 2017 年 12 月 20 日（水）13 時 35 分～15 時 25 分 

主催者： 熊本県立翔陽高等学校（担当教員： 松永志野） 

場 所： 熊本県立翔陽高等学校（熊本県菊池郡大津町室 1782）  

出張者： （正・副・その他）特定非営利活動法人難民を助ける会 穗積武寛 

参加者数： 約 12 名（高校生 8 名、教員 4 名） 

 

実施内容： 

 熊本県立翔陽高等学校では、英語の授業において「地雷問題」を取り上げ、生徒

がグループに分かれ、各グループが調べた地雷問題の関係者に生徒が直接英語でメ

ッセージを送ったり、質問をしたりなどの学習を行っている。 

 昨年、AAR Japan［難民を助ける会］にもこの一環で翔陽高等学校から質問の手紙

が届き英語で回答したところ、教員より NGO 相談員の出張サービスを利用して生徒

に直接講義を行ってほしいとの要望を受けた。 

 授業は 2 コマ行い、前半では生徒が 3 グループに分かれ、それぞれで行ったリサ

ーチと、国内外の関係者への英語でのコンタクトの取り組みを、拙いながらもしっ

かりとした英語で報告した。出張者からは、これに対して教員の方々と並んで、内

容やプレゼンテーションの良かった点、改善すべき点について講評を行った。 

 後半では、「簡易な英語でレクチャーをしてほしい」という学校側の要望に沿い、

「Thinking about Others」と題して、地雷のような自分には直接関係のない問題に

ついて、悩み苦しんでいる人の立場に立って考えるワークを行った。具体的にはシ

リア難民の状況を写真で見せ、「あなたがここにいたら、どんなことに困るだろう？

何が不安に感じるだろう？」と繰り返し問いかけ、生徒に考えを発言してもらった。 

この際、主語・述語で成り立つ文の形式にすることや、文法的正確性はいったん忘

れて、とにかく頭に浮かんだことを単語だけでも良いから英語でメモし、発言して

もらうように留意した。 

 最初はとまどっていた生徒たちだったが、単語だけでも良いということがわかる

と、実際に自分の考えを英単語でノートに書き出し始めた生徒もおり、教員からは



「英語でメモを取るところを見たのは初めて」とのコメントを受けた。 

 最後に、高校生でもできる国際協力として、他校での取り組みの事例をいくつか

紹介した。 

 

所感： 

今回は、まだ決して英語の運用能力が高いとは言えない高校生に対して、あえて

英語を中心に、国際社会の中での地雷問題や国際協力の意義をテーマに講義および

ワークを組み立てるというチャレンジングなものであったが、生徒の様子からは、

国際社会の問題について英語を使いながら考え、自分の考えを述べることで一歩世

界に近づく感覚を得ていたように見受けられた。それに加えて、挨拶レベルにとど

まらない、英語を使ってのワークに自分が参加したことでの達成感を感じてもらえ

たのではないかと思う。 

他人事になりがちな地雷、難民などの問題について自分に引き付けて考えてもら

うワークを通じて、国際協力への関心を高めてもらうことができた。今後も、こう

した英語のワークも機会があれば学校側に提案していきたい。 

 

 

後半のワークの様子 

 



 

 

前半でリサーチ結果を発表する生徒 



                             平成 30年 1月 17日 

      

NGO相談員による出張サービス実施報告 

 

            特定非営利活動法人 難民を助ける会 

 

企画名：「佐賀県における国際理解教育：支援活動と私の生き方」 

開催日時：平成 29年 12月 21日（木）10時 30分～11時 40分 

主催者：武雄市立山内中学校 

場所：山内中学校（多目的室）〒佐賀県武雄市山内町三間坂 14209番地 

出張者：特定非営利活動法人難民を助ける会東京事務局 

プログラムマネジャー 野際紗綾子 

参加者：生徒 76名、教職員 6名、武雄市行政関係者 3名 

 

実施内容： 

NGOスタッフとしてのキャリア、支援活動、国際協力についてスライドを使用し説明。 

① 国際協力と NGOの活動。AARがの活動を事例として紹介 

② 緊急支援の被災者支援の現場から、特に障がい者の支援に焦点を当てて説明。 

③ 「私たちにできること」小さなことでも、一人ひとりに出来ることがある。 

④ 国際協力の仕事とワーク・ライフ・バランス～支援活動と私の生き方 

 

所感： 

終業式前日の慌ただしい日程の中、学校では講演時間を特別に設定しての依頼であった。

生徒たちは、講演実施に先立ち、それぞれ関心のある分野での職場体験を行っている。こ

の学習の延長線上で、NGOや国際協力を仕事として行えるということを考えてもらう機会

とでき、この分野でのキャリア形成に関心を高めることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

写真 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「若者×ソーシャル カンファレンス IMPACT Japan 2017」における NGO 相談員ブース出展 

出張サービス報告書 

 
実施団体：開発教育協会／DEAR 
日時：2017 年 12 月 28 日（木）9 時 45 分～13 時 00 分 
場所：国立オリンピック記念青少年総合センター（〒151 -0052 東京都渋谷区代々木神園町 3-1）  

事業名：「若者×ソーシャル カンファレンス IMPACT Japan 2017」 
主催団体：Wake Up Japan 
実施内容：分科会の実施 
 「IMPACT Japan 2017」において、分科会「サステナブルってどういうこと！？身近なモノから考え

る SDGs」を実施した。高校生、大学生を中心に、教員、NPO/NGO 関係者等 12 名が参加した。 
 
所感および効果： 

「IMPACT Japan 2017」は、「社会を変えたいと思っている学生、若者、及び、若者とともに行動す

るすべての人々」を対象に参加者を募ったイベントで、参加者の多くが高校生や大学生、若手の会社員

などユースが多いのが特徴的であった。 
国際協力分野に関心が高く、すでに活動をしている人も多かったが、「サステナビリティ」という広い

テーマで分科会を実施したことで、自身が関わっている活動や分野以外の事柄にも目を向けることがで

き、国際協力についての視野が広がったという意見が多かった。また、課題理解だけでなく、行動する

ことへの動機づけにもなったとの声があり、国際協力の国内での裾野の拡大につながると感じた。全国

から約 60 名の参加者があり、NGO 相談員の制度についても広く伝えることができた。 
          

 



2017年 12月 20日 

 

外務省 国際協力局 民間援助連携室長 殿 

     認定特定非営利活動法人名古屋 NGOセンター 

理事長 西井和裕 

 

ＮＧＯ相談員による出張サービス実施報告書 

 

11月 15日付貴信にてご承認いただきました、ＮＧＯ相談員による出張サービスを下記のとおり実

施いたしましたので、ご報告します。 

記 

 

１． 企画名 ：「国際協力カレッジ 2017」における相談対応サービス 

【形態：相談応対サービス・講演・セミナー・その他（     ）】 

 

２．出張者氏名：（特活）名古屋 NGOセンター 田口裕晃 

 

３.催しの概況： 

・実施日：2017年 12月 2日(土) 13時 30分～17時 00分 

・場 所：JICA中部なごや地球ひろば(名古屋市中村区平池町 4-60-7) 

・来場者：約 80人 

・概 要：「国際協力分野のボランティア・インターン マッチング展」にて外務省 NGO 相談員コ

ーナーを設け、参加者の疑問や相談に対応する。マッチング展では、国際協力分野でボ

ランティアやインターンをしたい人と、ボランティアやインターンを募集中の 15 の国

際協力団体とのマッチングを行う。学ぶだけではなく、具体的に動き出せるきっかけの

場を提供する。 

４.実施内容： 相談対応件数：合計 31件 

●主な相談内容は以下の通り 

・ODAについて詳しく知りたい。ＮＧＯと政府が一緒に活動するケースなど。 

・NGOで働きたいと考えているが、どのような働き方が考えられるのか。 

・教員をしている。2019年度に協力隊の試験を現職参加にて受けたいと考えているが、それまでに 

学んでおいたほうがよいことはあるか。 

・NGOでのインターンシップについて詳しく教えてほしい。 

５．所感および効果： 

本イベントは、JICA 中部主催、当団体共催による企画で、毎年定員を超える参加者が集まり、好

評を得ている。実際に、昨年度の参加者が今年は出展 NGOのスタッフ側となって活躍する等、目に

見える成果が出ている。NGO相談員として心がけていることは、参加者の中でどのブースに行った

らいいか迷っている方、総合的な視点でブースを見たい方などが気軽に立ち寄れるようにすること

である。また、国際協力のキャリアについての相談も多く寄せられた。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

以上 



2017年 12月 20日 

 

外務省 国際協力局 民間援助連携室長 殿 

     認定特定非営利活動法人名古屋 NGOセンター 

理事長 西井和裕 

 

ＮＧＯ相談員による出張サービス実施報告書 

 

12 月 8 日付貴信にてご承認いただきました、ＮＧＯ相談員による出張サービスを下記のとおり実

施いたしましたので、ご報告します。 

記 

 

１． 企画名 ：「信州グローバルセミナー」における相談対応サービス 

【形態：相談応対サービス・講演・セミナー・その他（     ）】 

 

２．出張者氏名：（特活）名古屋 NGOセンター 田口裕晃 

 

３.催しの概況： 

・実施日：2017年 12月 17日(日)10時 20分～15時 30分 

・場 所：駒ヶ根青年海外協力隊訓練所（JICA駒ヶ根）長野県駒ヶ根市赤穂 15番地 

・来場者：約 100人 

・概 要：JICA 駒ヶ根にて開催される「信州グローバルセミナー2017」にて開発教育相談コーナ

ーを設置し、参加者からの開発教育・国際理解教育・ESD・SDGsなどの質問に応対する。

同セミナーには教員を中心とし、開発教育の実践者が 80名ほど来場する予定。 

 

４．実施内容： 相談対応件数：合計 25件 

●主な相談内容は以下の通り 

・開発教育の教材は何歳ぐらいからが対象なのか。 

・自分のこどもに世界の諸問題に関心を持ってもらいたいが、どうするのがいいか。 

・開発教育協会について教えてほしい。 

・出前授業で小学校などに出かけることが多い、小学校で使える参加型の手法について教えてほしい。 

・NGOが作成した教材を紹介してほしい。 

・授業の実践について相談にのってほしい。 

・フィリピンを紹介する開発教育の教材を教えてほしい。 

 

５．所感および効果： 

本イベントは、JICA 駒ヶ根主催による企画で毎年 100 名以上を超える参加者が集まっている。今

年のイベントは開発教育をメインにしていたため、教員や国際交流協会職員や学生など幅広い層が

参加していた。当センターは開発教育の教材を多数持参すると共に、それぞれのニーズにあった相

談対応を心がけることにより、参加者の開発教育の実践を後押しした。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

    

 

以上 

 
 



外務省 NGO相談員 出張サービス報告書（2017年 12月 14日） 
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2018 年 1 月 10 日 

 

外務省 NGO 相談員 出張サービス報告書 

 

相談員 公益社団法人 日本国際民間協力会（NICCO） 

福島 美樹 

＜概要＞ 

企 画 名：立命館大学 国際関係学部 小山昌久ゼミ講義 

イベント種類：講演 

実 施 日 時：平成 29年 12月 14日（木）14：40～16：10 

出張者氏名：福島 美樹 

主催団体名：立命館大学 国際関係学科 小山昌久ゼミ 

場 所：立命館大学 衣笠キャンパス  

（住所）〒603-8577 京都市北区等持院北町 56-1 

  

＜実施内容＞ 

 立命館大学国際関係学部小山昌久教授のゼミ講義にて、弊会福島が NGOや民間セクター

の役割や貢献について講義を行った。本講義には、大学 3～4年生 20名が参加した。 

日本が行う国際協力の全体像を伝えるため、国連、日本政府、JICA、NGO、企業など国際

協力に参画する様々なアクターの活動を紹介した。多くのアクターが存在する中で、NGOの

存在意義を、本会が実施する活動を例に挙げて説明した。また企業に就職する学生が多い

と聞いていたので、企業が実施する国際協力活動も紹介した。 

さらに自身の経歴を紹介しながら、NGO職員になるまでの経緯なども紹介した。講演後に

は質疑応答を行った。 

  

＜集客人数または相談対応件数＞ 

 講演：約 20名 

 

＜所感及び効果等＞ 

講義に関して、先方から「学生が国際協力に参加したくなるようなプロモーションをし

てほしい」という依頼があったので、写真や動画を使いながら国際協力を身近に感じられ

るよう努めた。 

講義後の質疑応答では、「企業で働いている時と NGO で働いている時の違いは何か？」

「現地に行かなくても出来ることはないか？」「どのようなキッカケで国際協力活動に参

加したか？」など積極的に意見が出された。参加した学生は真剣に耳を傾けてくれ、彼ら

の意識の高さを感じた。今後も大学と連携して、こうした講義の場をもちたいと思う。 

 



外務省 NGO相談員 出張サービス報告書（2017年 12月 14日） 
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＜活動風景（写真記録）＞   

  

講演をする本会スタッフの福島 参加した学生と撮影 

 



外務省 NGO相談員 出張サービス報告書（2017年 12月 25日） 
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2018 年 1 月 10 日 

 

外務省 NGO 相談員 出張サービス報告書 

 

相談員 公益社団法人 日本国際民間協力会（NICCO） 

福島 美樹 

＜概要＞ 

企 画 名：立命館大学 国際関係学部 講義「基礎演習」 

イベント種類：講演 

実 施 日 時：平成 29年 12月 25日（月）14：40～16：10 

出張者氏名：福島 美樹 

主催団体名：立命館大学 国際関係学部 嶋田晴行 

場 所：立命館大学 衣笠キャンパス  

（住所）〒603-8577 京都市北区等持院北町 56-1 

  

＜実施内容＞ 

 立命館大学国際関係学部講義「基礎演習」にて、福島が NGOの国際協力について講義を

行った。本講義には、大学 1年生約 30名が参加した。当会が行うシリア難民支援などを例

に挙げ、日本の NGOが行う緊急支援や開発支援について説明した。 

また国際協力業界で働くために必要なスキルや、学生時代にすべきことなどを話しなが

ら、学生が国際協力活動に参画できるよう工夫した。講演後には質疑応答を行った。 

  

＜集客人数または相談対応件数＞ 

 講演：約 30名 

 

＜所感及び効果等＞ 

「NPOの活動とはどのようなものか？」というテーマで話してほしいとのことだったので、

具体的な活動事例を挙げ、動画や写真を用いながら説明した。学生からは「NGOの存在は知

っていたが、具体的な活動を知らなかったので知れてよかった」「物質的な支援だけが必

要という思いこみがあったが、心のケアや教育など忘れがちな部分を知るキッカケになっ

た」「実際に働いている人の話が聞けて良かった」といった意見が挙げられた。 

参加者は大学 1年生ではあるが、既に就職活動を視野に入れた活動をしている人もおり、

NGOでの就職に関する質問も見受けられた。今の学生は就職に対する意識が高いので、大学 

1年生の頃から、国際協力に関する授業を受けるのは、人材育成の観点からも非常に良いと

感じる。今後も教育機関との協働を続けていきたい。 

 

 



外務省 NGO相談員 出張サービス報告書（2017年 12月 25日） 
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＜活動風景（写真記録）＞   

 

 

講演をする本会スタッフの福島  

 

 



平成   年  月  日

外務省国際協力局

民間援助連携室長 殿

 団体名 公益財団法人   協会

理事長 水野 雄二

相談員企画型出張    実施報告書

  企画名 

                         高校生    

国際交流 国際協力             相談対応

 出張形態 相談員   出展 複数団体   合同出張     

  出張者 

 公財    協会 坂西卓郎

 公社 日本国際民間協力会      大豊盛重

 特活 関西    協議会 松岡秀紀

 特活     社会開発機構 山上正道

 特活      井川定一

  実施日 平成   年   月   日 土 祝            

    

    設営 準備 相談対応 

          松岡 関西    協議会     

坂西    協会     

 相談対応 

            坂西    協会  松岡 関西    協議会     

   配布   井川           

            大豊 日本国際民間協力会        井川           

   配布   松岡 関西    協議会     

            坂西    協会  松岡 関西    協議会     

            山上     社会開発機構  井川           

            山上     社会開発機構  大豊 日本国際民間協力会

          

            山上     社会開発機構  坂西    協会 



大豊 日本国際民間協力会           

 撤収 片   

            坂西    協会  井川       

大豊 日本国際民間協力会           

 相談内容 応  各相談員 適宜時間 延長 対応   詳細 各団体 

業務日誌 記載 

  場所 

大阪       階   入 口  相談    設置

大阪市西区土佐堀      

  対象者 

当日    参加者 高校生 中心 延      人超  月  日時点集計中 

  速報数字 記載 

相談員    対応  相談者数   人 件数   件     

  実施報告 

 実施内容 

              会場      相談員     設置  近畿      団

体 中部     中国      各  団体 計  団体              間  

  組  各時間帯    相談員    人 相談対応 行        全体 

参加者総数 高校生 中心   大学生 高校教員    関係者 一般参加者 含

 延      人     訪  相談者   人     

高校生主体 国際協力            主 高校生 高校教員  国際協

力 開発教育     活動 関  質問 若 世代 国際協力活動      

就職 関  相談事項 寄    多様 経験 事業内容 有  複数団体 対

応   

 所感 

    年度     年度     年度 継続     相談員    設置 対応   

    年 利用者 増  傾向    近畿     団体    対応 難  

      今回 記述 通  団体 対応   全  時間帯 相談員 名以上 

対応     相談者 待               相談 答        相

談者満足度 高    思          座         会場 回  

 相談員    配布 効果 奏  相談者 増加         相談員   



  寄与             相談員    設置場所     当初  階

    人 流  悪    瞬時 見抜     会場入 口 相談員    再

設置    相談員 経験 成  業     結果 既述 通 多  相談 答

         対象    高校生 大学生 教員   保護者        

           就職   相談 寄     

総括    昨年度 経験 踏    団体 増員   相談対応 成功 終   

  外務省     連携    広報     若 世代      有意義 相談

対応     言   

  添付画像 当日 様子  枚添付

以上





 
ＮＧＯ相談員による出張サービス報告書 

 
１．企画名：NGO 相談員って何だろう？ 

Silencio Roto 16 Nikkeis in 沖縄 
２．出張者氏名：上原真紀、大仲るみ子 
３．団体名：「Silencio Roto 16 Nikkeis」実行委員会 
４．実施日時：平成 29 年 12 月 3 日（日）10 時 00 分～17 時 00 分 
５．実施場所： 名桜大学 サクラウム３Ｆ大講義室Ａ（名護市為又 1220-1） 
６．参加者：80 名 
７．実施報告： 
【概要】 

「Silencio Roto 16 Nikkeis」の映画上映会の会場内にブースを、ＮＧＯ相

談員制度や当センターの活動内容について知ってもらった。国際社会や市

民活動、平和について関心の高い方々の参加者や会場の名桜大学国際関係

を学ぶ学生が多く参加していた。学生からは、「ＮＧＯ」について、当セン

ターの活動への質問、地域でできる国際交流、国際理解活動についての相

談を受けた。 
【所感】 
 映画の内容が国家の体制や民主主義、人権という内容であったため、自 

分自身の意識を問い、日常で何ができるのかを考える学生と話すことができ

た。国際理解や国際交流への課題や疑問も寄せられ、当センターの活動を知

ってもらう良い機会となった。今回初めてのブース設置だったが、大学生と

直接話すきっかけになり、彼らの「国際」への興味関心に触れ、NGO 相談

員を知ってもらう機会になった。  
 

【写真】 
 

 

 



ＮＧＯ相談員による出張サービス報告書 
 

１．企画名： 防災・減災のための拠点づくり～地域に拓かれた大学を目指すための一歩～ 
２．出張者氏名：大仲るみ子 
３．主催等団体名：沖縄キリスト教学院大学区 
４．実施予定日時：平成 29 年 12 月 9 日（土） 14 時 00 分～17 時 00 分 
５．実施場所：沖縄キリスト教学院大学（沖縄県西原町翁長 777 ） 
６．参加者：60 名 
７．実施報告： 
  【概要】 
  大学が西原町と協働で実施する防災・減災にむけた事業に協力団体として当センタ―

も関わり、地域在住外国人との多文化共生の取り組みやボランティア人材育成の要素

を共有し、ワークショップ運営に参加した。災害時のネットワーク構築、地域の人材

把握のためにも当センターの取り組みや、NGO 相談員について知ってもらう機会に

なった。 
  【所感】 
   地域在住の外国人と大学生が地域の防災・減災をテーマにフィールドワーク、ディス

カッションを行い、地域の防災・減災意識や地域のネットワーク構築の必要性を共通

理解として持つことができた。在住外国人と大学生が一緒にワークを行い、関わり合

いの中でバックグラウンドの違いや母国での自然災害の有無を理解し、事前の災害へ

の備えや緊急時に言葉（日本語や多言語）のサポートの必要性がみえてきた。地域の

防災・減災への取り組みに、地域の NGO 団体として関わり、顔が見える関係性をつ

くることができた。また相談員制度の広報の機会にもつながった。 
 
８．写真 

 



ＮＧＯ相談員による出張サービス報告書 
 

１．企画名： ブース参加～NGO 相談員って何だろう？～ 
    沖縄移民・世界のウチナーンチュを伝える人になろう講座内  

２．出張者氏名：上原真紀、大仲るみ子 
３．主催等団体名：沖縄県 
４．実施予定日時：平成 29 年 12 月 23 日（土） 10 時 00 分～17 時 00 分 
５．実施場所：南風原文化センター 

南風原町喜屋武 257  
６．参加者：50 名 
７．実施報告： 
  【概要】 
  沖縄移民をテーマにした参加型ワークショップ、指導者養成講座実施会場内にブース

を設け、NGO 相談員制度について、当センターの存在について知ってもらった。教育

関係者や地域での人材育成、また開発教育に関心の高い方々に相談員制度を知ってもら

い、今後の制度の活用につなげたいと考え実施した。 
  【所感】 
  開発教育や地域の人材育成に関心のある方々の参加があり、当センターの活動や NGO

相談員制度について知ってもらう機会となった。 
  ワークショップをメインとし、合間の時間や終了後に地域での活動や開発教育教材に関

する質問を受け、回答行った。中には教員や地域の中で国際理解教育に携わっている方

がおり、教育現場で活用したいとの声があった。また、地域の人材育成としてボランテ

ィア活動につなげたいという声もあり、今後の連携を考えたい。 
 
８．写真 
   

 


